
１　研究の概要（背景・目的等）
　気候変動をはじめとする地球規模での環境問題が顕在化し
つつある中、ＳＤＧｓの推進は大きな課題であり、その中で持
続可能な社会を担う人材育成を目的とした環境教育が果たす
役割は大きい。持続可能な社会の実現に向け、環境意識を醸
成するためには、地球規模で考えつつ地域で活動することが
重要である。ＥＳＤ（持続可能な開発のための教育）が学習
指導要領に盛り込まれ、観察や体験を伴う身近な自然から学
ぶためのフィールドが、その際重要な役割を果たす。
　本研究の対象となる木賊川遊水地予定地は、下流域の都市
化の進行とその洪水被害対策として、遊水地の造成が進めら
れている。盛岡市、滝沢市の住宅地近郊に位置し、木賊川、
巣子川が合流する場所である。そこではレッドリストに掲載
される希少野生動植物が数多く確認されており、近郊に残さ
れたホットスポットともいえる貴重な自然である。この環境
を環境教育に活用することで、野生生物の不思議な生態やそ
れが存在する複雑な環境条件を体験しながら理解できる。他
方で人の営みが野生生物や環境に与える影響についても同様
に実感を伴った学習が期待できる。今までの地域協働研究に
より、多くの知見が得られており、この研究成果を現地で行
われる自然観察会等の環境教育活動に生かすことが求められ
る。ここでは、現地における自然観察の拠点となるビオトー
プを整備すると共に、教材として活用できるツールの作成を
試みた。

２　研究の内容および成果
　木賊川遊水地造成の実施段階であり、実施設計に基づいた
施工が開始されている。しかしながら施工の実施には今後さ
らに２０年におよぶ時間が必要となる可能性があり、自然観
察会などの活動だけではなく、希少野生動植物の保全に際し
ても、施工途中の環境条件を生かすことが求められる。施工
に伴い徐々に改変され、実施に際してのマンパワーも限られ
ることから、手作りで対応可能な貴重植物の移植や野生生物
の誘致を目的とした保全のための拠点が必要とされた。現地
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らご提供いただいた。岩手県立博物館の渡辺修二博士、岩手
県大船渡農林振興センター新井隆介博士には、昆虫の観察会
や希少野生生物の保全に関する多くのご助言、ご協力をいた
だいた。たきざわ環境パートナー会議の方々、市民の方々に
は、コロナ禍ではあったものの、移植や保全活動、ビオトー
プの造成や外来種駆除作業に多大なご協力をいただいた。記
して感謝申し上げます。

の元々の土地利用は水田で、農業水路が残されており、施工
によって改変される水路や木賊川流路付近に貴重植物が多く
分布した。これらを造成による改変から保全するために、湿
地、水域環境を備えた環境が必要であり、ビオトープを拡充
した（写真１、２）。なお、木賊川および巣子川支流から農業
用水を導水するルートが残されており、水源はこれを活用し、
その改修も実施した。
　国土地理院の５ｍメッシュ基盤地図情報（数値標高モデル）
と岩手県より提供を受けた現地に造成される構造物のＣＡＤ
データを用い、現地施工前後の地形立体模型を３Ｄプリンタ
によって作成した（写真３）。約１７cm×２０cmと小型ではある
ものの、図面だけでは理解しづらい施工後の状況を立体的に
示すことで、どのような構造物がどこに作られるかを確認で
きる。また、施工前後を並べてセットにすることで、現地に
出向いた際に現在位置を施工前の状況によって確認しつつ、
施工後の状況をイメージすることが可能になる。
　さらに、今まで地域協働研究によって蓄積された知見を、
Ａ３用紙にプリントアウトし、パウチフィルムでラミネート
した屋外用説明教材を作成した（写真４）。観察会などのイベ
ントに際し、必要な情報をピックアップし、現地で説明する
際の資料として活用する。なお、この教材は、今後も必要な
ものを継続的に作成し、内容の充実、改善を図る予定である。
今年度の現地での活動状況と研究成果の紹介として、令和３
年３月２０日に岩手県立大学総合政策学部講義室にて報告会
を行った（写真５）。

３　今後の具体的な展開
　木賊川遊水地予定地とその周辺の自然は、地域に残された
資源でありふるさとの財産である。しかしながら、高度経済
成長期から現在に続く人の生活による影響により、残された
野生生物が存亡の危機に立たされていることも今までの研究
成果から明らかになった。遊水地造成事業は長期的に進めら
れる大規模事業であり、今後の進め方によってはこれらの貴
重な自然は失われてしまう危険性を孕む。防災という人の命
や財産を守るための開発と、現地の野生生物との共生を考え
る必要があり、まさに持続可能な開発をいかに進めるかが課
題である。現地では、貴重野生動植物と人間活動、防災を目
的とした開発、開発による自然再生といった様々な切り口が
存在する。それらを活用したＥＳＤプログラムや教材を、現
地で活動する環境保全団体との協働で、保全活動に参加する
市民の方々や子供たちに対する実施による評価・改善をさら
に進める必要がある。さらに、ビオトープとその周辺で希少
生物が新たに発見されるなど、新たな調査を必要とする成果
も得られた。現地における生物や環境に関する調査研究を継
続しつつ、次年度は新たな調査を実施しつつ、保全活動や自
然観察会で教材を活用する予定である。
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写真3 施工前後の地形3D模型 

写真4 屋外用説明教材を用いた説明 

写真5 地域協働研究・活動報告会 

←高さ方向を 1.5倍
に強調し、形状を把

握しやすくした。 

写真３　施工前後の地形３Ｄ模型

写真４　屋外用説明教材を用いた説明

写真５　地域協働研究・活動報告会

←高さ方向を１.５倍に
強調し、形状を把握し
やすくした。
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